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理事長メッセージ

菅生のあゆみ
１９８３年に地元の皆様はじめ、多くの方々の

ご協力、ご支援をいただいて、当初の理事長島田
久が設立いたしました菅生学園は、設立以来３６
年の歴史の上に足を踏みしめながら、着々と歩み
を続けています。
しかしながら、今振り返ってみますと、設立以

降、関係者はいろいろな困難を乗り越えてきたこ
とと思います。
東京薬科大学の山をまず４５度程度の斜面にダ

ンプカーを使って切り開き、教育施設である学園
を設立する思いは、良い環境を与えれば、子ども
は必ずいい方向に成長する、という固い信念を持
ち続けていたからだと思います。
設立以来菅生学園は教職員の方々の、熱い生徒

への教育に日々力を注ぎ、たゆみない努力を重ね
ていただいているお蔭で、現在では、幼・初・
中・高の一貫校教育を目指すほどに成長すること
ができました。
しかし、ここまでいろんな意味で大きく幅を広

げ、羽ばたいてまいりました菅生学園も、まだま
だ教育に対する研究の余地も多く、限りない良き
目標に向かって励んでいく途中の段階です。
今後とも、菅生学園の発展へのご支援、ご協力

を引き続きよろしくお願い申し上げます。

副理事長 島田 洋子

理事長 島田 幸成

12月23日 うっすらと雪化粧しました
菅生高等学校

関係の皆様、新年あけましておめでとうござい
ます。２０２０年、新しい年になりましたが、心
より新春のお喜びを申し上げます。
さて、２０２０年、ご案内のとおり東京で２度目
のオリンピックが開催されます。また、障害者ス
ポーツの祭典であるパラリンピックも開催されま
す。私も都議の時からこのことに携わってきまし
たが、いよいよその開催の年となり、嬉しい気持
です。
そして、このオリンピック・パラリンリックは、

スポーツを通じて、世界各国の人々が交流し、お
互いを称えあう国際平和のためのイベントです。
菅生学園では学校が設立された早い段階から国際
交流を推進して参りましたが、そうした我々の活
動とは裏腹に、現在の国際情勢は、各国が内向き
になり、貿易戦争、紛争も絶えない状況です。今
こそ、スポーツや文化の交流を通じて、世界がお
互いに理解し合い、認め合うことが必要だと思い
ます。
２０２０年、新しい年が、現在の閉塞的で内向

きな雰囲気から脱し、新たな開放的で希望に満ち
た年になるよう、また、学園をはじめ、関係の皆
様にとって素晴らしい年になるよう祈念し、年頭
にあたっての挨拶とさせていただきます。



多摩学院幼稚園

新年 明けましておめでとうございます。
西暦２０２０年（令和2年）多摩学院幼稚園は、創立50周年を迎える記念の年です。幼稚園は、昭

和45年に開園して今年50周年を迎えます。
１９７０年（昭和４５年）羽村市で、幼稚園は、歴史あるスタ－トをし、昭和、平成、そして令和

と新時代の幕開けを迎え、素晴らしい年となりました。これからも子ども達が輝ける未来のために、
のびのび元気に過ごせる環境を作りながら質の高い幼児教育に邁進していきます。
創立５０周年の大きな節目にあたり、これまで当園の成長と教育活動を支えていただいた皆様に心

より感謝いたします。そして今後とも教職員一同共に力を尽くして一層の発展を期したいと存じます。
－教育理念「遊び・造り・学ぶ」環境を工夫・創造し、子どもの主体的な活動を促す。
－質の良い保育教諭である品格を保ち子どもの持つ力を信じ、丁寧な関わりを持って子どもの主体
的な活動を保障し一貫校であることの使命の充実。

これからも選ばれる園、ナンバ－ワンになるために、原点に返り、心をひとつに教職員一同一丸と
なり、更なる質の向上を目指し進化をつづけ、教育の力、教育活動を創造していきます。

活動報告

９／１９ お芋掘り（年少組・年中組）
１０／ ５ 運動会
１０／１０ 羽村動物公園への遠足（年少組・年中
組）
１０／１７ 親子サイクリング遠足（年長組）
１０／２６ 秋の多摩学院フェスティバル
１１／ ５ 交通安全教室
１１／ ７ みかん狩り

仲野 三千代園長

トピック

園長メッセージ

１１／１０ チビッコサッカー大会（於：初等グランド）
１１／１４ 横田メンデル幼稚園交流会
１１／２２ 勤労感謝の集い（消防署）
１２／ ７ クリスマス会（お遊戯会）
１２／１１ おもちつき

＝自転車＝

多摩学院幼稚園の年長組は、１０月に立川市の昭和記念公園にて親子サイクリング遠足があるため、それまでに補助
輪なし自転車に乗れることを目標にしています。

幼稚園には常に自転車が置いてあり、子ども達がいつでも乗れる環境が整っています。自転車に乗ることによって、
複数の動作を行うことで神経系の発達が促されたり、コーディネーション能力が身につくそうです。

年少組では、補助輪自転車でペダルを漕ぐ方法や力加減を知り、スムーズに足を動かせるように練習しています。年
中組では、だんだんと補助輪自転車に乗ることにも慣れてきて、スピードが出せるようになります。バランスが取れる
ようになると補助輪なし自転車にも挑戦するようになってきます。年長組では、安定しない補助輪なし自転車に怖さを
感じながらもめげずに取り組み、走り出しからスイスイ乗れるようになります。乗れるようになった時にはとても喜ん
でいます。園での３年間を通して、コツコツと取り組んだ成果が年長組で現れます。とにかく楽しく取り組めるように
、先生方は一人ひとりに合わせて補助をしています。

１０月の遠足では、親子で楽しく自転車に乗ることができ、季節を感じながら楽しむことができました。

年長組（５歳児）親子サイクリング遠足



菅生学園初等学校

活動報告

＝積小為大の２０２０年へ＝
明けましておめでとうございます。みなさまにおかれましては、新年の誓いも新たに希望に満ち

た年明けを迎えられたことと存じます。
先日テレビを見ておりましたら、歴史的人物を扱った番組で二宮尊徳が扱われておりました。昔

は全国の小学校には、ほぼこの方の銅像があったそうです。薪を背負いつつ本を読みながら歩くそ
の姿は、勤勉の象徴として扱われました。自らの勤勉さと倹約により大地主となり、さらに小田原
藩家老の家計立て直しや600にわたる村の財政立て直しに力を発揮、その過程では新たな金融のシス
テム（現在の信用金庫の原形）まで創造した人物です。この方の残した言葉の中に「積小為大」と
いう言葉がありました。まさに、この方の生き様を端的に表現した言葉です。小さなことをやり続
けることが大望を達成するという意味です。今年は、仕事においても私事においてもこの言葉通り、
積み重ねを大切にし、目標を達成する１年にしたいと思います。

下平 孝富校長

９／１１ ＴＧＧ英語体験学習
９／２８～２９ 菅生祭

１０／１９ 学校公開日（オープンスクール）
１０／２６ 漢字検定 実施（全員合格達成）
１１／ １ 第１回入学試験
１１／ ３ 合唱・あきる野市合唱連盟 音楽祭

（於：キララホール）
１１／ ５ 教育実習
１１／ ６ 稲刈り（5年生）
１１／ ９ 合唱・菅生学園コンサート

（於：イオンモール）

１１／１３ 第３回避難訓練
１１／１６ 第２回入学試験
１１／２１ 感謝の集い（8名来校）
１１／２２ 横田メンデルスクール訪問

（４・５・６年生）
１１／２４ 合唱・東初協音楽祭

（於：人見記念講堂）
１１／２８ ＪＡＸＡ宇宙教室（５・６年生）
１２／１０～１３ 個人面談期間
１２／１４ 学校公開日（マラソン大会）
１２／１５ 第３回入学試験
１２／１６ ＧＴＥＣ 実施

トピック

校長メッセージ

＝「合唱ｄe歓喜」に出演＝

１２月２２日秋川キララホールで行われました第８回「合唱ｄe歓喜」に出演しました。（後援：菅生学園ほか）初等
学校が出場するのは３回目で、今年もプロの声楽家や地域の合唱団１００人とともに素晴らしい演奏を披露しました。
練習は４月から始まり、毎週のすがめきーＦ（アフタースクール）や月に一度の合同練習を重ね、本番を迎えました。

演奏会芸術監督の村越大春先生（高等学校音楽科）がここ数年で一番良かったと評するように、来場者７００人（満
席）は正に歓喜につつまれ、素敵な年の瀬になりました。
夜遅くまで練習会で地域の方も挫けそうになったそうですが、初等学校の児童が頑張る姿を見て、勇気づけられたと

おっしゃっていたのが印象的でした。ドイツ語で歌う『第九』に心洗われるひとときでした。

歓喜の歌



菅生高等学校中等部

＝２０２０年 新たなるステージを目指して＝
新年明けましておめでとうございます。皆様方におかれましては、恙なく新年をお迎えのことと

お慶び申し上げます。
さて、今年はいよいよ東京オリンピックとパラリンピックが開催される年でもあります。私に

とっては、日本での夏季オリンピックを体験するのは人生で二度目となります。オリンピック後の
日本はいろいろな節目を経てきました。時代は令和に変わり、技術革新の進化は目をみはるものが
あります。３０年以上の社会人生活を振り返ると様々な時代の変化の節目に立ち会いました。消費
税の導入、東西冷戦の終結、バブル経済の狂乱とその崩壊、政権交代などすべてが、つい昨日の出
来事のようです。
大きな出来事の後に時代は変化します。本校では、その変化に流されることなくむしろ変化に乗

じた発展を目指したいと思います。具体的には、より充実した正課授業の実現です。その実現のた
めに研修制度をより充実させてまいりたいと思います。今年もよろしくお願いいたします。

活動報告

下平 孝富校長

トピック

校長メッセージ

９／ ３ 修学旅行③ ４泊５日
（北海道道東方面 釧路・中標津・知床・網走）

９／１２ 塾対象説明会（立川グランドホテル）
９／１４ 夜の学校説明会
９／２５ スポーツ大会
９／２８ 菅生祭 ～２９日

１０／１４ 第２回オープンスクール
１０／２６ 第３回理科実験教室
１１／ ２ 第３回学校説明会
１１／１３ 夢育て講座

（様々な職業の方々、卒業生の指導による
職業体験）

１１／１８ 郷土学習①
（あきる野市五日市郷土博物館・払沢の滝等を
見学・森林村で昼食）

＝「夢育て講座」＝

中等部の特色ある行事といえば、毎年１１月の中旬に実施される「夢育て講座」（職業体験）があります。様々な分野
で働いている方々を講師としてお招きし、体験的な授業を通して、生徒一人ひとりが働くことの意義や進路について深く
考える機会としています。
中等部１０期生の一年次より始まった夢育て講座は、今年で１６回目を迎えました。今回は１７の講座が開かれ、生徒

たちはそれぞれ希望した講座を受講し体験しました。４人の卒業生にも講座を担当して頂きましたが、うち３人の方は在
学中に夢育て講座を受講されていてその思い出を懐かしく語られていました。中等部も今年で開校２５年目を迎えました
が、卒業生の活躍は私たち教職員にはたいへん嬉しいものです。夢育て講座は回数を重ねるごとにたいへん有意義で充実
した行事になっていると感じています。

講座内容 ①書道家 ②格闘家 ③社会起業家 ④アパレル ⑤航空機エンジン製造 ⑥看護師 ⑦映像ディレクター
⑧通訳 ⑨ＮＧＯ（国際支援） ⑩ファッションデザイナー ⑪スポーツトレーナー ⑫出版編集者
⑬トリマー・動物看護師 ⑭建築デザイナー・ＩＴベンチャー ⑮農家 ⑯消防士 ⑰警察官
※太文字は卒業生担当

真剣に取り組む中等部生

１１／２３ 第１回入試体験教室
１２／ ７ 第４回理科実験教室
１２／２０ 音楽祭 ⇒３／１１に延期
１２／２１ 秋川駅周辺清掃
１２／２２ 第２回入試体験教室

＜クラブ活動報告＞
■サッカークラブ

東京都中学校サッカー新人大会 優勝
■バスケットボールクラブ

全国中学校バスケットボール大会ベスト８
東京都中学校バスケットボール新人大会 準優勝

■テニスクラブ
全国中学生テニス選手権大会（男子団体）出場



菅生高等学校

活動報告

峰岸 英仁校長

トピック

校長メッセージ

■テニス部 都高校新人テニス選手権大会 団体戦優勝
個人戦シングルス 倉持英希 優勝

■卓球部 都新人大会 校対抗の部 男子 優勝
（関東選抜大会出場）

ダブルス 笠井智衆・高橋天馬 第２位
シングルス 笠井智衆 第２位、

高橋天馬 第３位
学校対抗の部 女子 第３位

※笠井・高橋・前原 全日本選手権ジュニアの部出場
■剣道部 第１２回上毛新聞社旗争奪 高校剣道大会

（東日本）女子団体 優勝
■弓道部 都新人大会 男子団体 第３位

女子団体 第２位（東日本大会出場）
■吹奏楽部
第６７回全日本吹奏楽コンクール 金賞
第２１回全日本高等学校吹奏楽大会in横浜
連盟理事長賞
第８回日本学校合奏コンクール全国大会
グランドコンテスト銀賞

■美術部 学展 角田輝 入賞
■英検２級合格者 笠井美咲、小林瑠璃、小口孝之
小森美玖、玉木博幸、吉沢萌絵、齋藤晃一、佐藤大舜

あけましておめでとうございます。元号「令和」も２年になりすっかりと馴染んだように感じて
います。
年の初めにあたり、私たちの使命を確認したいと思います。それは、建学の精神に従って「現代

文明論」が示すような考え方ができる人間を育成することにあります。そして私たちは本校で育っ
た人間が多いほど、日本は繁栄し豊かで平和な社会の実現に近づくという意識、それこそが社会貢
献であるという意識、そのような意識で教育活動にあたらなければならないと思います。
そのためには、常に一定の入学者を確保しなければなりません。私たちの活動がどんなに尊いも

のであっても、対象が少なければ私たちの社会貢献度は高くなりません。ですから、募集活動も授
業等の教育活動と同じで、全教職員が一丸となって取り組むべき重要な業務と言えます。募集が順
調であれば、より意識の高い生徒が入学し教育の実績も高まります。そしてそれが次の募集に活き
るという好循環が生まれるはずです。
ところで、私は学校説明会の整然とした運営やプレゼンテーションは本校全体の教育力のシンボ

ル・サンプルとして受け取られるという意識を持ち、常にできる限りの準備をして、緊張感を高め
て臨んでいます。募集活動は教育自体の広報であり、教育活動全体の反映・凝縮であると考えてい
ます。私たちの外部に対するすべての対応・応対は教育力の反映となります。よって、私たちが使
命を果たしていくためには、全教職員のホスピタリティや言葉遣いそして身なりも重要になります。
上述は当たり前のことですが、あらためて一人ひとりがそれを確認し、強く意識することが求めら
れます。

青空の下での体育祭

９／ ９～１３ 自転車指導
９／１２ 塾対象説明会
９／１４ クリーンキャンペーン
９／１５ 合唱部定期演奏会
９／２２ 付属生のための東海大オープンキャンパス
９／２５ 体育祭
９／２８～２９ 菅生祭

１０／ １ バーカーカレッジ来校
１０／ ４ 英語検定
１０／ ５ 保護者会
１０／ ７～８ 中学校対象説明会
１０／２６ 学校説明会
１１／ ２ 学校説明会
１１／１５ 生徒会選挙
１１／１６ 学校説明会
１１／２５～２９ 修学旅行（沖縄）
１２／ １ 学校説明会
１２／ ６～７ 吹奏楽部定期演奏会
＜クラブ活動報告＞
■陸上競技部
関東高校選抜新人陸上競技選手権大会
男子５００ｍＷ 竹原悠真 第４位

＝体育祭・菅生祭＝
毎年秋には２つの大きなイベント、体育祭と菅生祭が開催されます。３５回目となる体育祭当日は天気に恵まれ、体育

祭日和でした。今年のスローガンは「今年の体育祭おもし令和」で、８団に分かれてリレーや綱引き、玉入れなど各団が
団結して種目に取り組み、また一団となって応援していました。菅生祭では「進～新たな一歩～」をテーマに各クラスが
趣向を凝らした企画を出したり、クラブや3年有志団体の模擬店も出店されたり、大変盛り上がりました。
高校では公式facebookやyoutubeチャンネルに随時情報を載せています。ぜひご覧いただき、その際には「いいね！」を
お願いいたします。



音楽のひとときコンサート 菅生学園×イオンモール日の出 ２０１９年１１月９日(土)
菅生高等学校吹奏楽部、初等学校すがめき合唱団＋菅生高等学校合唱部

学園トピック

＝イオンモール 音楽のひとときコンサート２０１９＝
今年で２年目となったイオンモールでの菅生学園コンサートでしたが、１４時からの吹奏楽の部、１６時からの合唱
の部の二部制で行いました。菅生学園の幟も立ち、たくさんの観客が集まった盛大な演奏会となりました。
その中で合唱の部では初等学校のすがめきＦ合唱の児童と高校合唱部との合同プログラムでの発表を行いました。発
表に向けて高校合唱部に初等音楽室に来てもらい合同練習を行う中で初等の児童も「高校生の歌声がすごかった」や
「あんな風に・・」というように刺激が多い時間を過ごせたようです。
発表では児童合唱と混声合唱また合同合唱といろいろな歌声を味わえる演奏会となり、足を止めてコンサートに聴き
入っている一般の利用客もいました。高校吹奏楽部・合唱部はさることながら一貫教育の流れの中、初等もすがめきF
合唱の活動で高校合唱部と演奏することで菅生学園としての一体感を外部に示すことができた演奏会となったではな
いでしょうか。



父母会メッセージ

多摩学院幼稚園

菅生学園初等学校

菅生高等学校・中等部

新年明けましておめでとうございます。今年度父母会会長を務めさせていただいており
ます嶋敏子と申します。
日頃は多摩学院幼稚園の父母会活動に多大なご理解ご協力をいただき、誠にありがとう

ございます。
父母会活動として年６回の定例会のほか、夏祭り、運動会、バザーなどの幼稚園行事の

お手伝いをさせていただいております。
夏祭りではあいにくの雨でしたが沢山の方にお越しいただき、模擬店やゲームで盛り上

がりました。盆踊りではお友達と先生方と楽しそうに踊る姿に成長を感じる事が出来まし
た。
運動会では大きな声で応援したり、元気いっぱいに走ったり踊ったりとにぎやかな運動

会となりました。そして、練習を積み重ねて披露した全員で行うマーチングバンドはとて
も素晴らしかったです。
昨年も皆様のご協力により、子ども達が元気に楽しく行事を終える事ができました。見

守ってくださった保護者の皆様、先生方には心より感謝申し上げます。
新年を迎え、今年も子ども達が思い出に残る園生活を送れるよう活動を進めて参りたい

と思います。本年もどうぞよろしくお願い致します。

新年明けましておめでとうございます。
初等学校は２００７年に開校し、今年度で１３年目となります。その間、菅生学園の幼

中高各校園には多大なるご協力を賜りましたことにまずは厚く御礼申しあげます。おかげ
さまで、初等学校父母の会は今年の５月に設立１０周年を迎えます。
さて、ここ２年順調に会員数も増え、学びの城１階に父母の会室もでき、父母の会の活

動は大変活発になってまいりました。５月の総会からはじまり、運動会やマラソン大会で
は、受付や駐車場の整理・誘導、子ども達の水分補給等でお手伝いさせていただきました。
また、例年１月には父母の会主催の餅つき大会を開催しております。役員以外の父母のみ
なさんにも多数ご参加いただき、つき手・合いの手として頑張っていただいております。
それらの活動は広報誌「えがおのすがお」（Ａ４ ８ページ・カラー）で年５回お知らせ
しております。
これからも学校法人菅生学園の一員として、その一翼を担っていけるよう学園の事業に

奉仕してまいります。旧倍のご支援ご協力を賜りますようお願い申しあげ、新年のご挨拶
とさせていただきます。

菅生学園初等学校
父母の会

滝島 徳久会長

多摩学院幼稚園
父母会

嶋 敏子会長

新年明けましておめでとうございます。
「こんちは」
「コンチハ！」
鋭く元気な声に迎えられます。菅生生にとって「こんちは！」が礼儀の基本。来校され

たお客様は「感動しました」と感想を述べ学校を後にします。
昨年は平成から令和への節目に立ち会うことができました。ニュースなどから今後の情

勢をとらえると、親としては進学・就職の行方に気を揉まざるを得ません。世の中の動き
にも少しは関心を向けさせたい大人の思惑など意に介さず子どもたちはいたって普段通り、
部活に励み、友達付き合いに励む日々を送っています。しかしその中から著しい活躍・成
果を上げているのが菅生の子どもたちです。逞しく。菅生の土は肥えています。
「心配無用」。今年はそのような心構えでいようかと思っています。菅生高等学校・中等部

父母の会
馬瀬 尚彦会長



２/２８マラソン大会
３/３ おひなまつり
３/１４卒園式

１～３月の予定

編集後記

多摩学院幼稚園

菅生学園初等学校

菅生高等学校中等部

菅生高等学校

新年明けましておめでとうございます。
冬休みが終わり、菅生のキャンパスには子どもたちの元気な声が響き渡っています。
広報紙は新年号ということで、同窓会会長、各園・校父母会会長の皆様のご協力をいただき 発行することが
できました。皆さまのご協力に心から感謝申し上げます。
オリンピックイヤーの今年は、東京にとって大切な歴史の１ページが加わります。菅生学園もまた、今年が
さらに飛躍の年となるよう学園一丸となって頑張って行きたいと思います。

２０２０年１月 編集・発行 菅生学園 法人本部 ご意見・ご質問はこちらへ 編集担当：高橋 真実

１／１１ 第４回学校説明会
１／１８ 第５回理科実験教室
１／２３ 第２回授業公開日
２／ １ 第１回入試（午前・午後）
２／ ２ 第２回入試（午前・午後）
２／ ４ 第３回入試（午前）
２／ ６ 第４回入試（午前）
２／１１ 入学準備説明会

１/１３ 防犯訓練
１/１６ 初等学校交流会（年中組）
１/２３ 横田メンデル幼稚園との交流会（年長組訪問）
１/２４ なわとび大会
２/ ３ 豆まき
２/ ８ 作品展

２／１５ 新入児保護者会
２／２２ 劇と音楽の会
３／１０～１３ 個人面談期間
３／１４ 縦割りウォーキング

（あきる野市横沢入予定）
３／１９ 卒業式

１／１０ 書き初め大会
１／１１ もちつき大会
１／２２ 第４回避難訓練
１／２４ 英語検定 実施
１／２９～３１ スキー教室
（２・３年生 於：東海大学嬬恋セミナーハウス）
２／ ８ 漢字検定 実施（１～5年生全員）

３／ ５ 野鳥観察② 卒業遠足③
３／ ６ 地域清掃③
３／１６ 中等部卒業式
３／２３ 修了式
３／２５ 新入生招集日

２/２８ マラソン大会
３/ ３ おひなまつり
３/１４ 卒園式

同窓会メッセージ

昨年度より東海大学菅生高等学校の同窓会であります「菅生川蝉会」を立ち上げ、本年度よ
り手さぐりではありますが本格的に活動を開始させていただいております。過去には高等学校
の周年行事等に呼応し発足の動きはございましたが、同窓生の年齢的条件や役員召集の困難さ
などからその都度発足は見送られて参りました。数年前から発足の機運が高まり、また第１期
卒業生が節目の年齢に達したことなどから「同窓会準備委員会」として動き始め、具体的には
本部役員・年度役員の選出に始まり組織の構築・会則の作成など多岐にわたる作業の経緯を経
て本格的運営のスタートを切ることになりました。
また、会の名称につきましては準備委員会の席上で、様々な提案がなされましたが最終的に

我々１期生の卒業時から現在も生徒会が刊行している卒業文集のタイトルが川蝉であり、そし
て開校当初から最近まで高校第１体育館の中央に描かれていた川蝉を豊かな自然環境の中にあ
る菅生高校の象徴であるとして同窓会の名称を「菅生川蝉会」と満場一致で決めさせていただ
きました。
今後１万６千人を超える同窓生各位がＯＮＥ ＴＥＡＭとなり母校の良きパートナーとして

在校生に必要なサポートを行い母校の発展のため手を携えながら広くお手伝いさせていただけ
れば幸いです。今後ともご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

川蝉会会長
渡邉 弘行会長

１／１４ 小論文講演会
１／１７ 漢字検定
１／１８ クリーンキャンペーン
１／２２ 推薦入試
２／１０ 一般入試①

２／１１ 一般入試②
２／１７ 一般入試③
２／１４ 現代文明論交流会
３／ ７ 卒業式
３／８～１５ 吹奏楽部ウィーン公演


